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8高圧濾紙電気泳動法によるアルカロイドの分離について
井 上 隆　　夫
　近年Heilmeyer等1）及びRyle等2）は蛋白質或はアミノ酸の分離にキロボルト単位の高圧で濾紙
電気泳動を試み，短時間で且つ明瞭なスポツトとして分離することに成功した。著者は先に種々のア
ルカロイドの濾紙クロマトグラフィー並びに濾紙電気泳動法による分離について報告したが3），今回
これら塩基に前記高圧法を応用し，分離に好結果を得たのでここに報告する。
　Heilmeyer等は温度の上昇に伴う漣紙面の水分の蒸発を抑える為に，濾紙を多量のヘキサン叉は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トルエンを満したガラス槽中に浸漬して泳動させたが，著
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た。即ち，ヘキサン等の代りに不燃性の四塩化炭素を用い
実験の部に記した装置を老案し，十数種のアルカロイドの
分離に応用した。
　Table　1は5N酢酸を電解液として7000ボルトの下で
20分間泳動させた場合の移動値（mm）を示したものであ
る。呈色は塩化白金ヨードカリ試薬を噴霧して行つた。叉，
従来用いられている低圧の装置にょつて700ボルトで2
時間泳動を行つて得た値を比較の為記した。大体に於いて
700ボルトでは2時間を要する泳動値が7000ボルトでは約
20分で得られ，然も短時間の故スボツトの拡散が少く輪郭
は明瞭であつた。
　本法によればアルカロイドの分離は極めて短時間に行い
得るので特に泳動速度の小さい塩基の分離に適している。
例えばアトロピンとスコポラミン，ストリキニンとブルチ
ンの分離は7000ボルトでは長時間を要し，従つてスポツト
の拡散が著しく分離は容易でないが7000ボルトでは泳動時
間が短いので約30分で両者の分離が可能である。
　アルカロイド生薬に対する応用
　アルカロイド生薬としてタバコ，ザクロ，キナ，ダツラ
及びホミカについて高圧濾紙電気泳動法による塩基の分離検出を行つた。前記生薬のアルコールエキ
スを試料として7000ボルトの下に5N酢酸を用いて20分間泳動を試みた。　Table　2はその際得たス
ボツトの泳動値及び対照とした主アルカロイド標品の濾動値を比較したものであるが，よく一致して
いることが認められた。従つて本法を活用すれば，少量の植物試料を用いて迅速簡易にアルカロイド
を分離検出することが出来る。
　ユ）LHeilmeyer，　R．　Clotten，工Sano，　A．　Sturm　lr．，A．　Lipp：Klinische　Wochenschreift　32，832（1954）
　2）A．P．　Ryle，　E　Sanger，　L．　R　SInith，　R．　Kitai：Bi㏄hem．　J．60，514（1955）
　3）刈米，井上：薬誌76，625，747（1956）
9Table　2．生薬エキス中のアルカロイドの
　　　　　泳動値（mm）
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実　　験　　の　　部
　（1｝高圧濾紙電気泳動法　泳動槽としてはFig．1に見る如きガラス装置を老案した。直径3．5cmのガラス円
筒管を図のように両端を曲げ中央部に向つて緩く傾斜させる。これは泳動中に生じた濾紙上の気泡を両端に導く
為で，又中央部に2個宛計6個の突起を作り濾紙が四塩化炭素で浮上り上面に附着するのを防ぐ。東洋濾紙（2×
40cm）を5N酢酸に浸しこれを2枚の濾紙に挾んで過剰の酢酸を除く。濾祇の中央にアルカr7イドの塩酸塩
約30r点でFig・1のガラス装置に入れ，スライドグラスで両端を固定し徐々に四塩化炭素を入れる。これは濾紙
の両端2～2・5cmを残す附近迄注加し更にこの上に両端より5N酢酸を約2．5cmの高さになるよう注ぎ，炭素
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　　A：濾　　紙（2×40cm）B：スライドグラス　C：炭素電極
　　D：電　解　液　　　　　　　E：四塩化炭素
電極を用いて7000ボルトの直流電圧で20分間泳動させた。この装置で2枚以上の濾紙を同時に泳動させるには濾
紙が互に接触するのを避けることが必要である。この際，著者は2枚の濾紙の間にプラスチツク網（2．5～3×40
㎝）を重ねて装置に入れる方法を考案し，一度に2～3枚の濾紙を用いて泳動させ1枚の場合と同様の結果を得
た。泳動が終れば一端の5N酢酸を除き，そこから素早く濾紙を引出し乾燥する。又，別に東洋濾紙株式会社製
「濾紙電気泳動装置C号」を用いて同じ試料を5N酢酸で700ボルトで2時間泳動させた。
　次に生薬の試料として，タバコ，ザクロ，キナ，ダツラ及びホミカの中末少量をとりアルコールで温浸，その
濾液を濃縮して濾紙に点じ，対照として夫々の主アルカロイドの標品を点じた濾紙と共に5N酢酸で7000V，20
10
分間泳動させた。
　②呈色法泳動の終つた濾紙は風乾後，塩化白金ヨードカリ試薬を噴霧すればアルカロイドの存在部分
は藍紫色のスポツトとして確認し得る。
塩化白金ヨードカリ試薬‘）1％塩化白金溶液1ccに4％ヨードカリ溶液25ccを加え，水で50ccとする。
　終りに，本研究は京都大学薬学科に於いて行つたもので，御指導を賜つた刈米達夫先生並びに種々
御助言に預つた神戸女子薬大橋本庸平教授に深謝する。
4）R．Munier，　M．　Macheboeuf：Bull．　s㏄．　chim　biol．31，1144（1949）
